
編
集
後
記

○
編
集
委
員

岡
田
　
三
夫
（
主
題
情
報
部
）

宇
津
　
　
純
（
主
題
情
報
部
）

曽
雌
　
裕
一
（
調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
課
）
間
島
由
美
子
（
主
題
情
報
部
古
典
籍
課
）

石
塚
　
陽
子
（
資
料
提
供
部
電
子
資
料
課
）

五
十
嵐
麻
理
世
（
主
題
情
報
部
新
聞
課
）

堀
　
　
純
子
（
主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
）

（
事
務
局
）

長
崎
　
理
絵
（
主
題
情
報
部
科
学
技
術
・
経
済
課
）

原
木
　
康
江
（
主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
）

大
沼
　
宜
規
（
主
題
情
報
部
人
文
課
）

貴
田
加
奈
子
（
主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
）

高
信
　
　
麻
（
主
題
情
報
部
政
治
史
料
課
）

参
考
書
誌
研
究
第
66号
　
平
成
19年
３
月
20日
発
行

編
　
集
　
国
立
国
会
図
書
館
主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
　
　
　
　

発
　
行
　
国
立
国
会
図
書
館

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
の
10の
１

（
〒
100-8924）

電
　
話
　
3581｜

2331（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
．ndl．go．jp

印
　
刷
　
株
式
会
社
デ
ィ
グ
　
電
話
3551｜

3060（
代
）

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
全
文
ま
た
は
長
文
に
わ
た
り
抜
す
い
し
転
載
さ
れ

る
場
合
に
は
、
事
前
に
主
題
情
報
部
参
考
企
画
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
　
本
号
は
、
資
料
紹
介
2編
で
構
成
し
ま
し
た
。

☆
　
憲
政
資
料
の
翻
刻
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
職
員
有
志
に
よ
る
伊
藤
博
文
書
翰
を
掲
載
し
て

い
ま
す
が
、
本
号
で
は
佐
々
木
客
員
調
査
員
に
「
大
木
喬
任
関
係
文
書
」
所
収
の
司
法
・
検
察

関
係
者
書
翰
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
し
た
。
明
治
10～

20年
代
の
司
法
や
地
方
政
治
の
様
相
の

み
な
ら
ず
、
差
出
人
の
官
僚
・
政
治
家
と
し
て
の
内
面
の
う
か
が
え
る
書
翰
も
あ
り
、
興
味
深

い
も
の
で
す
。

☆
　
神
氏
の
「
ハ
ワ
イ
・
北
米
に
お
け
る
日
本
人
移
民
お
よ
び
日
系
人
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
」

は
、
第
47号

（
1997年

3月
）
に
第
１
回
を
掲
載
し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
10年

目
の
完
結
と
な

り
ま
し
た
。
途
中
で
執
筆
者
の
県
立
図
書
館
へ
の
出
向
等
も
あ
り
、
第
58号

以
来
中
断
し
て
読

者
に
は
長
ら
く
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
最
終
回
は
総
合
雑
誌
に
つ
い
て
の
解
説
で
す
。
詳
細
な

記
述
と
注
は
、
移
民
関
係
の
み
な
ら
ず
、
各
雑
誌
と
そ
の
中
心
人
物
に
関
す
る
研
究
に
も
役
立

つ
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
宇
津
）

※
『
参
考
書
誌
研
究
』
は
日
本
図
書
館
協
会
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
協
会
の
連
絡
先
は
、

下
記
の
通
り
で
す
。

〒
104 ―0033

東
京
都
中
央
区
新
川
１
―11―14

電
話
：
03―3523―0811（

代
表
）

清 福 図 録（58）

大
木
喬
任
宛
渡
辺
驥
書
翰

（
明
治
﹇
二
十
三
﹈
年
七
月
十
八
日
）

（「
大
木
喬
任
関
係
文
書
」479

―19

）

（
写
真
は
部
分
。
全
文
翻
刻
は
本
号
五
七
頁
掲
載
）

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
夏
、
第
一
回
帝

国
議
会
の
開
設
を
控
え
て
、
貴
族
院
議
員
の
選

挙
・
選
任
が
始
ま
っ
た
。
最
初
に
行
な
わ
れ
た
の

は
多
額
納
税
者
議
員
（
通
称
「
長
者
議
員
」）
の

選
挙
（
六
月
十
日
）
で
、
伯
爵
・
子
爵
・
男
爵
議

員
の
選
挙
が
七
月
十
日
に
実
施
さ
れ
た
。
皇
族
議

員
・
公
爵
・
侯
爵
議
員
は
法
定
資
格
で
任
ぜ
ら
れ

る
の
で
選
挙
・
選
任
は
な
い
。
最
後
に
行
な
わ
れ

た
の
が
勅
選
議
員
の
任
命
で
九
月
二
十
九
日
に
五

十
九
名
が
選
任
さ
れ
た
（
十
月
一
日
と
二
十
四
日

に
各
一
名
を
追
加
）。
形
式
上
は
天
皇
の
勅
選
と

さ
れ
る
が
、
実
際
は
内
閣
が
銓
衡
し
た
者
を
天
皇

の
名
で
任
命
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

こ
の
書
状
は
渡
辺
驥
元
老
院
議
官
が
大
木
喬
任

に
対
し
七
月
十
八
日
に
発
し
た
使
書
で
、
自
分
を

貴
族
院
勅
選
議
員
と
し
て
内
閣
に
推
薦
し
て
く
れ

る
よ
う
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
候
補
者
が
「
内
決

の
定
員
よ
り
頗
る
多
数
」
に
及
ん
で
い
る
た
め
、

決
定
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
報
じ
、
自
分
は
現
在

の
内
閣
に
知
名
度
が
低
い
た
め
、
大
木
の
助
力
に

頼
ら
な
け
れ
ば
忽
ち
候
補
か
ら
外
さ
れ
て
し
ま
う

と
し
て
尽
力
を
求
め
て
い
る
。
渡
辺
は
八
月
二
十

四
日
に
も
重
ね
て
同
様
の
書
状
を
大
木
に
送
っ
て

お
り
、
大
木
が
持
つ
準
元
勲
的
な
影
響
力
・
司
法

界
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
の
発
言
力
に
並
々
な

ら
ぬ
期
待
を
か
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
渡

辺
は
勅
選
議
員
の
初
回
選
任
で
議
員
に
選
ば
れ
、

二
十
九
年
に
死
去
す
る
ま
で
在
任
し
た
。

（
佐
々
木
昼
）


